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Isilon の CIFS 共有でのWebLink 動作について(2019/1/28) 

 

Isilon の SMB(CIFS)共有を、PoINT Storage Manager の Standard FS として階層管理を構成し、共有フォルダーのファ

イルを WebLink で InternetShortcut に置き換えるテストを実施しました。 

 

ISILON について 

 

Isilon の OneFS Simulator(8.1.2)を ESXi で 3 ノード稼動させ、クラスターを構成しました。 

 

 

 

デフォルトの ifs フォルダーの SMB(CIFS)共有に、ユーザーとして Administrator を追加しました。PoINT Storage 

Manager の階層管理は、Storage Agent と呼ばれる管理者権限で稼動している Windows のサービスが、階層管理の

対象となる Performance Tier のソースディレクトリーにアクセスします。テスト環境では、このサービスが Administrator

権限で動作しているので、それに合わせて Isilon の SMB(CIFS)共有に、ユーザーを追加しました。 
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次に、PoINT Storage Manager の Standard FS での階層管理構成(Storagevault)を作成します。管理 GUI の Create 

Storage Vault をクリックすると、構成ウィザードが起動します。 

 

 

 

データソースとして、Isilon の共有フォルダーを指定します。 
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Add をクリックすると、ifs 以下のディレクトリーをデータソース(Performance Tier)として指定出来ます。ここでは、data

を指定しています。 

 

アーカイブデバイスを設定し、最初は、全てのファイルをアーカイブするというジョブを実行します。 

以下が、実行中の管理 GUI です。 
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以下のスクリーンショットがアーカイブ後のログで、83 個のファイルがアーカイブされました。 

 

 

次に、通常のファイルのコピー(アーカイブ)が実行出来たので、WebLink を使用してファイルをインターネットショートッ

カットに置き換えます。 

 

Storagevault のポリシー設定を変更し、アーカイブ済みのファイルで 1MB 以上の大きさのものを対象にします。対象と

なるファイルは、WebLink でインターネットショートカットに変換後は、削除されます。 
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以下が実行結果のログです。 

57 個のファイルが削除されており、それらが、インターネットショーットカットに置換えられました。 
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以下のスクリーンショットが、Isilon の CIFS 共有をマウントしたところです。Internet Shortcut は、1KB の大きさで、プロ

パティを見ると Web ページへのリンクになっています。 

 

 

 

但し、この状態で、ショッートカットにアクセスしても、ユーザー権限が無いというエラーになります。これは、Isilon 用に

新しく作成した階層管理の構成(Storagevault)に対して、WebGUI からのアクセスが許可されていないためです。 

WebGUI にアクセスし、Administrator をユーザーとして追加します。 
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以下は、WebGUI から、アーカイブされているファイルを参照したところです。 
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以上で、WebLink が Isilon の SMB(CIFS)共有で動作することが検証出来ました。 

FreeNAS での動作検証 

 

FreeBSD ベースの NAS ソフトウェアの FreeNAS の CIFS 共有でもテストしました。 

 

以下のスクリーンショットは、FreeNAS の Web 管理画面(192.168.1.150)の CIFS 共有設定(share1)にあるファイルを

WebLink で Internet Shortcut に置換えたところです。 
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以下のページは、PoINT Storage Manager V6.3 の日本語マニュアルの Web GUI の章です。 

 


